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科目を履修した後に行うため，開講は後期としてい  
る。   
2）実習目的・目標と時期   
本実習は病院や施設など特定のフィールドを使わ  




や生活習慣に焦点を当て，「なぜか？ どうしてか？」  










実習終了としている。   






なっている。   
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図2 4年間の実習配置  
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表1生活健康実習の目的と目標  
〈実習目的〉   
人々が生活を営んでいる場を実習フィールドに，生活習慣や生活様式といった「生活のしかた」に目を向け，人々の行動  




① 自分自身が生活の中で大切にしている（いい意味でこだわっている）生活の仕方や生活習慣に焦点を当て，「なぜか？   
どうしてか？」を考える。また，それに関係する文献を検索し，自分の体験と併せて焦点を明確にする。  
② 自分の考えに対し，年齢や性別，背景等の異なる他者はどうなのかを確認し，自分の考えが他者に適応できるか（一般   
化）否かを考えることを目標に，実習で取り組むテーマとする。  
③ テーマに沿って適切なフィールドを自分で開拓する。  
④ 開拓したフィールドに身を置いて，人々の生活習慣や生活様式，実際の行動や考え方を，適切な方法を用いて把握す   
る。  
⑤ 生活のしかたの背景にある，人々の健康に対する意識（意味，意義など）を探る。  
⑥ ④，⑤で対象とした人々の意識と，自分の考えを対比させながら，各自の生活観や健康観に対する考えを拡大させ，深   
化させる。  
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2．実習に対する学生の評価  












ていないこと等も影響していたと考えられる。   


















（a はい   
2）事前に実習テーマに関連した文献検索や講読ができましたか。  
（a はい   
3）実習テーマと関連したフィールドを開拓できたと思いますか。  
（a はい   
4）フィールドで必要な情報が把握できたと思いますか。  
（a はい   
5）グループワークに積極的に貢献できたと思いますか。  
（a はい   
6）実習目標は達成できたと思いますか。  
（a はい  
b いいえ  c どちらともいえない）  
b いいえ  c どちらともいえない）  
b いいえ  c どちらともいえない）  
b いいえ  c どちらともいえない）  
b いいえ  c どちらともいえない）  
b いいえ  c どちらともいえない）  
2．実習中の取り組みについて下記に記載して下さい。  
1）実習中，“難しい”とか“困っだ’と感じたことは何ですか。   
2）実習を断わられたところがあったらその相手先と，断られた理由を書いて下さい。   
3）話し合いや発表など，グループ活動に対してどのようなことを感じましたか。   
4）実習の時期，期間，展開の仕方，方法等について，意見があったら書いて下さい。  
3．実習を終えて感じたり考えたりしたことを，下記に記載して下さい。  
1）この実習を通して，看護についてどのように考えたかを書いて下さい。   
2）今回の実習は，自分にとってどのような意味ある実習だったかを書いて下さい。   
3）その他，意見があれば自由に書いて下さい。   
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図4 実習に対する自己評価  
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意義と今後の課題   
1．健康を基盤とする看護教育の意義   
1）看護の概念を広げる機会  
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のは，専門職としての看護実践，即ち看護を科学的，  
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